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式辞　昨年の１月２１日、那珂町と
瓜連町の合併により「那珂市」と
してスタート、歴史的な第一歩を
踏み出すことができました。
　まず、私が合併当初から心がけ
ていることは、旧２町の多様性を
尊重しながら、一日も早い地域住
民の融和と一体感の醸成を推進す
ることと、住民サービスを充実さ
せることです。そのためには、本
市の状況を的確に把握して必要な

施策を展開することが極めて大切なことです。そのため、平成
１８年度は４つの重点事業を中心に、さらに質の高い行政サービ
スの提供に努め、県北地域の拠点都市として「人にやさしく文
化の香り高いまち」の実現に向け、市民協働のもとに、全力で
取り組んでいく所存です。
　本日からは、那珂市誕生２年目になりますが、「合併して良
かった」と実感できるまちづくり、市民が誇りに思うまちづく
りを進めていくことが、私に課せられた使命であると考えてい
ます。今後も引き続き、市勢発展のために最大限の努力をして
いく決意です。

小宅那珂市長

　「カンツォン」「スターウォーズ」などの演奏で、式典に華
を添えた五台小学校金管バンド部。今年の夏、第４５回茨城県
吹奏楽コンクールで金賞を受賞。その後第１１回東関東吹奏楽
コンクールで銀賞を受章。全国小学校管楽器合奏フェスティ
バル東日本大会に茨城県代表として出場。第４０回茨城県アン
サンブルコンテストでは、五台小から３組出場。そのすべて
が金賞を受賞。１組は、第１１回東関東アンサンブルコンテス
トで第１位に輝くなど現在活躍中です。
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基調講演／コーディネーター Coordinator

■Profile／
１９４１年東京生まれ
１９６４年早稲田大学政経学部卒
業、日本経済新聞社入社。自
治、地域、都市問題担当編集委
員、論説委員などを歴任。
２００４年常磐大学コミュニティ振
興学部教授
専門：地域政策、地域づくり
著書：「共創のコミュニティ」「自

治体の地域政策」「地域連
携の戦略」など多数

井上　繁　先生
常磐大学コミュニティ振興学部教授

テーマ「これからのまちづくりのキーワード」
　１つ目のキーワードは、「協働」です。協働とは、行政だけ
でなくNPO、企業、その他団体の皆さんがお互いに手を結ん
で、まちづくりを進めていくという考え方です。仕事を通じ、
様々な知識や経験を身に付けているかたが、退職してそのまま
でいるのはもったいない。企業も地域社会を支える大事な要素。
企業は経営の知恵を持っていて、人材・情報・技術など多くの資
源を保有しています。しかし、それを地域のために役立てたい
と考えている人がいても、どうして良いか分からない、それを結
ぶのがNPOなどの団体です。これまでは役所や団体、企業が地
域を別々に支えてきましたが、横の連携が十分でなかったきら
いがあります。１＋１＝２ではなく３とか４になるのです。
　２つ目のキーワードは、「文化」です。文化といっても幅広く
考えて良いわけで、今日、お聴きした五台小の吹奏楽も立派な
文化。あるいは演劇なども。その他私たちが持っている生活の
習慣なども大事な生活文化です。これから自由時間を持つ人が
増えるわけですから、文化的な活動によって地域の交流ができ
れば、「協働」のキーワードにもつながっていくわけです。
　３つ目のキーワードは、「コミュニティ」です。コミュニティ
とは地域共同体のことで、小学校区単位ぐらいでその活動をす
るのが適当でしょう。行政がお膳立てをして会を作るのではな
く、地域が主催していくというのがコミュニティです。阪神淡
路大震災でもそうだったように、コミュニティ活動が盛んなと
ころとそうでないところでは相当の差がでてきます。
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広報なか２月号３
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　那珂市誕生一周年を迎えた１月２１日、記念式典が中央公民館
で開催されました。式典では、まず篠原助役からこの１年の那
珂市のあゆみを報告。小宅市長から一周年を祝う式辞が述べら
れた後、来賓を代表して福田市議会議長、関県議会議員から祝
辞をいただきました。また、姉妹都市秋田県横手市からも鈴木総
務企画部長がかけつけ、五十嵐市長のメッセージを伝えました。
　式典後「ともに考えようこれからの那珂市」をテーマに、ま
ちづくりフォーラム２００６を開催。基調講演や市民の代表による
パネルディスカッションが行われ、那珂市の未来について積極
的に意見が交わされました。
　屋外には特設ステージやテント村、わらかまくらなどが設け
られ、参加した市民の皆さんは各種の催事を楽しみました。
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雪が舞う屋外特設ステージで、市民の皆さんが精一杯踊りや演
奏のパフォーマンス　（上）那珂よさこい連　（右）カンターレら
ぽーる　（中）那珂太鼓　（左）那珂ハーモニー

��������	
�� テーマ「那珂市になって変わったこと、今後の那珂市に期待すること」

パネリスト Panelist

■Profile／
那珂市助役
元茨城県農地局長

　合併したことにより、福祉
事務所や市民相談室が設置さ
れるなど機能の充実が図られ
ました。これからのまちづく
りは、協働がポイントです。
市民が要望する課題を市民自
らが解決していくような活動
については、市も積極的に支
援を行っていきたいと考えて
います。これからは少子高齢
化社会への対応が大きな課題
になる時代。私たち行政に
は、限られた財源で最大の成
果を生み出すことが求められ
ていると思います。

篠
原
晃
重
助
役（
菅
谷
）

　たすけあいネット民の会の
メンバーばかりでなく介護を
受けるかたも皆、生きがいを
求めています。生きがいは自
分で見つけるもの。人が集ま
ればおのずと生まれてくるも
のなのです。行政に携わるか
たも、市民からの要求・提案
を、既存の法律や制度がある
からできないと諦めるのでは
なく、市民と行政が協力して
障害をクリアーし、高齢者・
障害者が安心して住める那珂
市を作り上げていくことを期
待します。

■Profile／
NPO法人たすけあいネット民
の会常務理事

植
田　

實
さ
ん（
菅
谷
）

　今年度、市として初めての
成人式の実行委員長をさせて
いただきました。那珂市に
なって変わったことといって
も住所が短くなったことぐら
いで実感としてはあまりあり
ません。これからの那珂市に
は、もっと人をひきつける特
色となるものが必要ではない
かなと思います。私たちには
若い力があるのでぜひ頼って
いただきたいです。これから
私たちの年代も活躍できるよ
うなまちになったらいいなあ
と思います。

■Profile／
平成１７年度成人式実行委員会
委員長

加
藤
美
幸
さ
ん（
額
田
南
郷
）

　合併前の瓜連町は確かに小
さな町でしたが、住民の要望
が行政に良く反映され、イベ
ントなどを通じて、住民間の
交流もよくなされていたと感
じます。那珂市になってから
は住民と行政、また住民同士
で関わる場が、中心市街地に
集中し、市の中心から離れる
ほど少なくなりました。これ
からは旧那珂町の皆さんと一
つの輪となって、市民一人ひ
とりが那珂市に住んでいて良
かったと思えるようにしてい
きたいですね。

■Profile／
スワン暮らしの会会長・茨城県
消費者団体連絡会役員

佐
藤
米
子
さ
ん（
古
徳
）
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各
地
で
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る

ご
み
の
ト
ラ
ブ
ル
。
山
林
へ
の
不

法
投
棄
や
排
出
方
法
な
ど
問
題
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市

で
は
こ
の
た
び
、
廃
棄
物
の
排
出

抑
制
や
適
正
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル

促
進
な
ど
を
目
的
に
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
減

量
や
排
出
す
る
際
の
分
別
な
ど
に

つ
い
て
市
や
市
民
、
事
業
者
、
廃

棄
物
処
理
事
業
者
の
責
務
を
定
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ご
み

の
不
法
投
棄
へ
の
抑
止
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
条
例
で
は
、
各
家

庭
か
ら
市
に
出
さ
れ
た
新
聞
紙
な

ど
の
資
源
物
の
所
有
権
が
市
に
あ

る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
所
有

権
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
早
朝
に
多
発
し
て
い
る
資
源

物
ご
み
の
持
ち
去
り
行
為
に
対

し
、
警
察
機
関
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
取
り
締
ま

り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

美
し
く
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ

く
り
に
は
、
今
回
の
条
例
の
制
定

に
加
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
行
動
が
不
可
欠
で
す
。
た

と
え
小
さ
な
こ
と
で
も
、
み
ん
な

で
毎
日
続
け
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。
地
域
に
暮
ら

す
み
ん
な
が
誇
れ
る
「
那
珂
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
環
境
美
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ご
み
は
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
決
め
ら
れ
た
集
積
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ふ
た
・
ラ
ベ

ル
を
取
り
、
中
を
す
す
い
で
潰

し
、
黄
色
の
指
定
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ビ
ン
類
は
ふ
た
を
取
り
カ
ゴ
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
法
律
に
よ
り
、
ご
み
を
燃
や
す

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
燃
え
る
ご
み
」と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
ご
み
を
出
さ
な
い
買
い
物
の
実

践
・
マ
イ
バ
ッ
ク
（
買
い
物
袋
）
の

持
参

・
品
物
の
過
剰
包
装
を
断
る

・
再
利
用
可
能
な
び
ん
入
り
の
商

品
の
購
入

②
生
ご
み
や
草
木
の
推
肥
化

・
生
ご
み
処
理
機
器
、
コ
ン
ポ
ス

ト
購
入
者
に
補
助
金
を
出
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

③
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

・
市
内
一
斉
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加

・
子
供
会
、
自
治
会
な
ど
が
行
っ

て
い
る
廃
品
（
資
源
物
）
回
収

活
動
等
に
参
加
･
協
力

④
情
報
提
供

・
不
法
投
棄
な
ど
を
発
見
し
た
場

合
は
、
市
へ
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
。

今回の条例では、資源ごみの所有権が市に
あることを定めています
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広報なか２月号５

　古徳区（佐藤衛区長）の地域づく
り委員会の皆さん約４０人が１２月４
日、古徳沼からバードラインにかけ
ての市道沿いに不法投棄された粗大
ゴミ等の回収作業を行いました。同
地区では自らの地域は自らで守ろう
と、積極的に清掃活動に取り組んで
います。
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那
珂
市
行
政
改
革
懇
談
会
が

市
長
に
答
申
書
を
提
出

　

那
珂
市
行
政
改
革
懇
談
会
で
は
、

行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
等
つ

い
て
、
毎
回
大
変
熱
心
で
密
度
の
濃

い
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

月
１１

２
日
に
開
催
し
た
第
３
回
行
政
改
革

懇
談
会
で
答
申
が
ま
と
ま
り
、
桑
原

英
明
会
長
及
び
木
名
瀬
正
幸
副
会
長

か
ら
小
宅
市
長
に
答
申
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

小宅市長に答申書を手渡す桑原会長（左）及び
木名瀬正幸副会長（中央）

　

市
で
は
、
従
来
に
も
増
し
て
効
果
的
な

行
政
運
営
を
図
る
と
と
も
に
簡
素
・
効
率

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
那
珂

市
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
の
策
定

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
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は
、
有
識
者
や
公
募
の
委
員
か
ら
な
る
行

政
改
革
懇
談
会
の
審
議
を
い
た
だ
き
、
行

政
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
ま
し
た
新
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

を
あ
げ
る
べ
く
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
行
政
改
革
の
必
要
性

　

平
成　

年
４
月
１
日
に
地
方
分
権
一
括

１２

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
と
地

方
公
共
団
体
と
の
関
係
は
大
き
な
変
革
の

時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢

化
や
男
女
共
同
参
画
の
一
層
の
進
展
、
市

民
の
価
値
観
の
多
様
化
、
環
境
に
対
す
る

関
心
の
高
ま
り
等
社
会
情
勢
は
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
地
方
自
治
体
は
、
自
ら
の
責
任

に
お
い
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔

軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
体

質
を
強
化
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
個
性

的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

伴
う
市
税
等
の
伸
び
悩
み
や
国
の
「
三
位

一
体
の
改
革
」
に
お
け
る
国
庫
補
助
金
・

地
方
交
付
税
の
削
減
や
税
源
の
移
譲
の
提

示
な
ど
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
投
資
的
事
業
に
充

て
ら
れ
る
財
源
の
確
保
は
難
し
く
、
基
金

の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
な
ど

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
効

果
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
簡

素
・
効
率
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
多
様
化
・
高
度
化
し
た
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
行
政
と
市

民
・
民
間
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

市
民
や
各
種
団
体
、
企
業
な
ど
地
域
社
会

を
構
成
す
る
様
々
な
主
体
が
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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那
珂
市
行
政
改
革
大
綱

 

（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
）

○
基
本
目
標

　

行
政
主
導
で
進
め
ら
れ
て
き
た
行
政

運
営
を
見
直
し
、
市
民
主
体
・
市
民
参

加
に
よ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
意
識

な
ど
民
間
の
発
想
を
生
か
し
た
行
政
経

営
へ
の
転
換
を
進
め
、『
行
財
政
基
盤

の
確
立
』
を
柱
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

改
革
の
成
果
を
踏
ま
え
、
新
た
な
行
政

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

電
子
自
治
体
の
推
進

（５）
　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

（６）
　

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

（７）
　

自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政
運
営

（８）
の
確
保

○
推
進
期
間

　

こ
の
行
政
改
革
は
、
平
成　

年
度
か

１７

ら
概
ね
５
年
間
に
わ
た
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。

○
基
本
方
針

　

市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革
の

（１）
推
進　

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
経
営

（２）
体
制
の
確
立

　

健
全
で
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

（３）
○
重
点
事
項

　

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

（１）
　

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

（２）
　

組
織
等
の
見
直
し

（３）
　

人
材
育
成
の
推
進

（４）

■実施計画

　「実施計画」は、「那珂市行政改革大綱」に基づき実施すべき改革項目に
ついて、具体的な改革の内容等を定めています。推進期間は平成１７年度か
ら平成１９年度までの３年間としており、実施項目は３９項目となっています。

問い合わせ／企画課行政改革係

�２９８－１１１１　内線４３２

※市のホームページの「行政改革」に那珂

市行政改革大綱及び実施計画の全文が掲

載されていますのでご覧ください。

　http://www.city.naka.ibaraki.jp

実施項目推進項目重点事項

民間委託の推進民間委託等の推進

行政の担うべき役
割の重点化

指定管理者制度の活用指定管理者制度の
活用

住民主体によるまちづくり活
動支援制度の確立、審議会等
委員の公募、審議会等へ女性
委員の登用

市民参加・協働の
推進

ホームページの充実、行政評
価結果の公表、パブリックコ
メントの実施

説明責任の確保公正の確保と透明
性の向上

組織機構の見直し、幼稚園の
再編、公共施設の有効活用

組織等の再編の推
進組織等の見直し

人材育成基本方針の見直し分権型社会の担い
手育成の推進人材育成の推進

人事評価制度の導入検討人事評価の確立

文書管理システムの導入、い
ばらき電子申請・届出サービ
スの周知

電子市役所の実現
電子自治体の推進

セキュリティポリシーの見直
し

情報セキュリティ
対策の充実

行政評価システムの確立、公
文書の首長印及び附属機関等
長印の押印見直し・廃止でき
るものの検討、各種申請書等
の簡素化、市有財産の管理の
システム化、文書発送体制の
改善

事務・事業の見直
し

行政評価システム
の確立

定員適正化計画の策定定員管理の適正化

定員管理及び給与
の適正化

職員給与等の公表、各種手当
（特殊勤務手当・通勤手当）の
見直し・廃止を検討、旅費の
見直し

給与の適正化

市税等の徴収率の向上、使用
料・手数料等の見直し、広告料
の徴収

自主財源の確保

自主性・自律性の
高い財政運営の確
保

市債発行の抑制、公用車管理
方法の見直し、契約事務の一
元化、未利用財産の活用と処
分、省エネルギー・省資源の
推進、前納報奨金の見直し、
バランスシートの作成、行政
コスト計算書の作成、行政
サービスの公平化

経費の節減合理化
等財政の健全化

補助金の整理合理化補助金等の整理合
理化の推進

工事成績表の有効な活用公共工事コストの
縮減

実施内容（実施項目：３９項目）



８

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

管
内
の
事
業
所
及
び
そ
の
他
関
係
機
関

に
対
し
、
消
防
訓
練
指
導　

回
（
参
加
者

１５

３
、５
０
１
人
）、
普
通
救
命
講
習
会
４
回

（
修
了
者　

人
）・
救
急
法
１
回
（
受
講
者

７６

　

人
）
を
行
い
、
初
期
消
火
対
応
と
応
急

６０手
当
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

８
月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
火
災

２２

１１

１７

件
数
は
、
４
件
（
建
物
３
件
、
そ
の
他
１

件
）、
救
急
出
場
件
数
は
、
３
９
５
件
（
急

病
２
０
６
件
、
交
通
事
故　

件
、
そ
の
他

７５

１
１
４
件
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
更
新
）
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、　

月
に
西
消
防
署
へ
１

１０

台
配
備
い
た
し
ま
し
た
。

■
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

　

上
菅
谷
停
車
場
線
及
び
菅
谷
市
毛
線
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
用
地
交
渉

を
進
め
、
用
地
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
瓜
連
駅
南
停
車
場
線

及
び
西
室
家
中
道
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

用
地
測
量
の
確
定
及
び
補
償
調
査
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
に
発
注

し
た
上
菅
谷
停
車
場
線
及
び
原
前
杉
原
線

の
雨
水
排
水
路
工
事
を
、
現
在
、
施
工
中

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
上
菅
谷
停
車
場

線
及
び
原
前
杉
原
線
の
道
路
改
良
工
事
に

つ
い
て
は
発
注
事
務
を
進
め
て
お
り
、
ま

も
な
く
発
注
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

■
道
路
改
良
舗
装
事
業
に
つ
い
て

　

道
路
改
良
舗
装
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
に
西
才
の
内
渋
沼
線
道
路
改
良

舗
装
工
事
を
発
注
し
た
ほ
か
、　

、　

月

１０

１１

に
は
４
路
線
を
発
注
し
順
調
に
進
捗
し
て

お
り
ま
す
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

配
水
管
布
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

月
に
横
堀
地
区
配
水
管
布
設
工
事
（
第

１０１
工
区
）、
杉
原
地
区
配
水
管
布
設
工
事

（
第
１
工
区
）
を
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、

老
朽
管
更
新
事
業
と
し
て
、
９
月
に
後

台
・
菅
谷
地
区
配
水
管
布
設
工
事
を
、　
１０

月
に
は
下
水
道
工
事
に
伴
う
堤
地
区
配
水

管
移
設
工
事
（
第
１
工
区
）、
杉
原
地
区
配

水
管
移
設
工
事
（
第
１
工
区
）
を
発
注
し
、

現
在
、
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

９
月
に
横
堀
・
向
山
地
区
実
施
設
計
業

務
委
託
、
横
堀
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
１
・

第
２
工
区
）
工
事
、
中
里
地
区
汚
水
管
布

設
（
第
１
・
第
２
工
区
）
工
事
。　

月
に

１０

は
、
下
菅
谷
地
区
実
施
設
計
業
務
委
託
、

堤
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
１
工
区
）
工
事
、

杉
原
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
１
・
第
２
工

区
）
工
事
、
中
里
地
区
汚
水
管
布
設
（
第

３
工
区
）
工
事
、
横
堀
地
区
汚
水
管
布
設

（
第
３
・
第
４
・
第
５
工
区
）
工
事
、
と
き

わ
台
団
地
汚
水
管
渠
補
修
工
事
。
ま
た
、

　

月
に
は
、
中
里
地
区
第
３
・
第
４
マ
ン

１１ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ

発
注
し
、
現
在
、
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

■
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　

月
に
河
原
山
地
区
及
び
北
酒
出
樋
渡

１０
地
区
第
１
工
区
、
門
部
地
区
の
排
水
路
整

備
工
事
を
発
注
し
、　

月
に
は
、
北
酒
出

１１

樋
渡
地
区
第
２
工
区
排
水
路
整
備
工
事
及

び
沢
の
上
溜
池
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　

月
に
鴻
巣
地
区
管
路
施
設
設
計
業
務

１０
及
び
鴻
巣
地
区
土
質
調
査
業
務
を
発
注
し

ま
し
た
。

■
行
政
改
革
に
つ
い
て

　

行
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間
有

識
者
や
公
募
委
員
等
で
構
成
さ
れ
た
那
珂

市
行
政
改
革
懇
談
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

新
た
に
行
政
改
革
大
綱
を
定
め
る
と
と
も

に
平
成　

年
度
ま
で
の
実
施
計
画
を
策
定

１９

い
た
し
ま
し
た
。

＜

平
成　

年
度
予
算
編
成
基
本
方
針＞

１８

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
合
併
市
町
村
補

助
金
や
合
併
特
例
交
付
金
を
始
め
と
し
た

国
や
県
の
財
政
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
の
、
歳
入
の
根
幹
と
な
る

市
税
収
入
は
、
依
然
と
し
て
低
迷
を
続
け

て
お
り
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
、
総
務
省
の
概
算
要
求
で
前
年
度
比

２
・
７
％
減
と
さ
れ
、「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
伴
う
総
額
の
抑
制
が
想
定
さ
れ
る

　平成１７年第２回那珂市議会臨

時会が１１月２９日に開催され、市

長提出議案１件（条例の一部改

正）について審議。原案のとお

り可決されました。

　また、第４回定例会が、１２月

６日から１６日までの１１日間の会

期で開催されました。市長提出

議案は、条例の一部改正１０件、

補正予算８件、規約の一部改正

１件、その他５件合わせて２４件

です。審議の結果、全議案につ

いて原案のとおり可決されまし

た。

行政報告をする小宅那珂市長 議 会
第２回臨時会

第４回定例会

平
成　

年
度
予
算
編
成
基
本
方
針

１８

及
び
重
点
事
業（
要
旨
）

市
長
行
政
概
要
報
告（
一
部
省
略
）



広報なか２月号９

Assem
bly

可決された議案から
○教育委員会委員の任命について（同意）

　市教育委員会平松俊男委員及び廣木忠雄委員の任期
満了に伴い、平松俊男氏を再任し、中庭純氏を任命す
ることについて、市議会の同意を得ました。また、１
月５日に開催された臨時教育委員会において、委員長
に伊東三代治氏が選任され、教育長に平松俊男氏（再
任）が任命されました。

市長提出議案等（全議案可決）
＜第２回臨時会＞

◆条例の一部改正

市の職員給与に関する条例の一部を改正する条例
＜第４回定例会＞

◆条例の制定・一部改正

市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例／市特別職の職員で
常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び市職員の
旅費に関する条例の一部を改正する条例／市税条例の
一部を改正する条例／市学校施設整備基金の設置、管
理及び処分に関する条例の一部を改正する等の条例／
市公共下水道条例の一部を改正する条例／市下水道事
業債償還基金条例の一部を改正する条例／市名誉市民
条例／市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に
関する条例／市土砂等による土地の埋立て等の規制に
関する条例／市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
◆平成１７年度補正予算

市一般会計補正予算（第５号）／市国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第２号）／市下水道事業
特別会計補正予算（第３号）／市公園墓地事業特別会
計補正予算（第１号）／市農業集落排水整備事業特別
会計補正予算（第２号）／市介護保険特別会計（保険
事業勘定）補正予算（第２号）／市上菅谷駅前地区土
地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）／市水道
事業会計補正予算（第２号）
◆その他（同意を含む）

公の施設の広域利用に関する協議について／茨城県市町
村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少につ
いて／茨城租税債権管理機構規約の一部改正について
／字の区域の変更について／大宮地方環境整備組合規
約の変更について／教育委員会委員の任命について

歳
出
の
原
則
に
立
ち
、
事
務
事
業
の
抜
本

的
な
見
直
し
や
経
費
の
節
減
合
理
化
に
よ

り
、
不
要
不
急
の
歳
出
削
減
に
努
め
、
限

ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
配

分
す
る
こ
と
に
徹
す
る
も
の
と
い
た
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
合
併
特
例
法
が
適
用
さ
れ

る
期
間
内
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

行
政
内
部
の
管
理
的
経
費
の
削
減
等
に
よ

り
、「
自
然
・
地
域
・
ひ
と
・
先
端
科
学

が
融
和
し
た
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
行
財
政
を
取
り
巻

く
厳
し
い
現
状
を
認
識
し
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
配
分
の

観
点
か
ら
、
施
策
の
厳
選
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
事
務
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性

及
び
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て
、
十
分
精

査
、
検
証
の
上
、
予
算
を
編
成
し
て
ま
い

り
ま
す
。

＜

平
成　

年
度
重
点
事
業＞

１８

　

平
成　

年
度
は
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り

１８

計
画
」
に
の
っ
と
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
に
活
用
し
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
計
画
的
な
施
策
の
展
開
を
図
る
た
め
、

重
点
事
業
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

１　

駅
前
地
区
市
街
地
整
備
事
業

　

市
の
玄
関
で
あ
る
水
郡
線
上
菅
谷
駅
前

及
び
瓜
連
駅
前
の
市
街
地
整
備
で
あ
り
、

市
全
体
の
活
性
化
と
と
も
に
、
住
民
の
利

便
性
・
安
全
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
業

で
す
。

２　

防
災
対
策
推
進
事
業

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
国
民
保
護
法
制
定
に

伴
う
国
民
保
護
計
画
の
策
定
な
ど
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
事

業
で
す
。　

３　

子
育
て
支
援
事
業

　

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
の
、

子
育
て
交
流
拠
点
機
能
の
充
実
や
放
課
後

学
童
保
育
施
設
の
整
備
、
幼
保
一
元
化
施

設
の
検
討
な
ど
、
少
子
化
対
策
に
寄
与
す

る
事
業
で
す
。

４　

行
政
改
革
推
進
事
業

　

合
併
に
よ
る
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
、
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
行
財
政

運
営
の
効
率
化
な
ど
、
行
政
改
革
の
推
進

を
一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

こ
と
か
ら
、
合
併
に
伴
う
交
付
税
措
置
を

考
慮
し
て
も
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
市
債
残
高
が
平
成　

年
度

１６

末
の
一
般
会
計
で
１
８
８
億
円
を
抱
え
て

お
り
、
今
後
そ
の
償
還
に
係
る
公
債
費
や

扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
の
増
大
が
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
重
点
事
業
で

あ
る
上
菅
谷
駅
前
地
区
や
瓜
連
駅
前
地
区

の
整
備
事
業
等
に
加
え
、
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
主
要
事
業
に
要
す
る
事
業
費
の
増

大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
度
の
予
算
編
成

１８

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た

平松俊男委員 中庭純委員
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中
学
生
が
地
域
の
か
た
と
語
り
合
う
「
中
学

生
み
ん
な
の
『
し
ゃ
べ
り
場
』」
が　

月
７
日
、

１２

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
、
約
２

５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
五
中
学
校
か
ら
は
生
徒
会
役
員
が
学

校
を
代
表
し
て
参
加
。
各
学
校
ご
と
に
行
わ
れ

た
分
科
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
取
り
組

ん
で
い
る
ゴ
ミ
拾
い
や
あ
い
さ
つ
運
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
、
内
容
を
ま
と
め
た
ポ

ス
タ
ー
を
使
っ
て
地
域
の
か
た
に
紹
介
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
学
校
だ
け
で
な
く
地
域

全
体
で
教
育
を
行
え
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
の
後
に
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
、
中
学
生
と
地
域
住
民
、
学
校
関

係
者
が
学
校
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
那
珂
一
中
「
見
つ
め
な

お
そ
う
地
域
の
中
の
私
た
ち
」／
那
珂
二
中「
思

い
や
り
か
ら
広
が
る
地
域
の
輪
」／
那
珂
三
中

「
地
域
一
体
学
校
化
」
／
那
珂
四
中
「
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
地
域
と
共
に
歩
む
学
校
を
め
ざ
し

て
」／
瓜
連
中「The

LocalC
om
m
unity

w
ith

U
s

」

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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■他の学校での様々な取り組みを知ることができた。自分たちの学校でも実
践したいものがたくさんあり参考になった。

■どの学校も似たような活動が多いと感じた。学校のみんなで話し合い、特
色ある活動をしていきたい。

■普段話す機会のない地域のかたと向き合い、話をすることができた。これ
からの活動の参考にしていきたい。

■地域のかたが自分たちの行動に関心を持っていることが分かった。
■同じ学校の中だけでなく、地域のかたや他校の生徒のみなさんとも、もっ
と交流を広げる必要があると感じた。

����������	

■参加する前は不安だったが、中学生のしっかりとした意見発表を聞くこと
ができ、心強く感じた。

■中学生の考えを聞けるよい機会となった。これからも「しゃべり場」を継
続してもらいたい。

■今日の分科会で話し合ったことをこの場だけの問題にせず、それぞれの学
校に持ち帰り、これからの活動に役立ててほしい。



広報なか２月号１１

表彰、感謝状を受けたかた（敬称略）

■茨城県知事表彰

永年勤続功労章を授与する職団員（３０年以上）

市消防団第６分団分団長　石川茂／市消防団第６分
団第２部団員　宮内信一／市消防本部消防司令　三
輪章／市消防本部消防司令補　寺門忠
永年勤続功労章を授与する職団員（２０年以上）

市消防団第３分団第２部団員　大内將光／市消防団
第３分団第２部団員　市川隆則／市消防団第６分団
第２部団員　大森健一郎／市消防団第３分団第２部
班長　片野重行／市消防団第３分団第３部班長　宇
留野猛／市消防団第４分団第１部班長　和地一行／
市消防団第４分団第１部班長　海野広幸／市消防団
第３分団第２部部長　関正美／市消防団第７分団第
１部部長　美山誠

■茨城県消防協会長表彰

勤続功労章を授与する団員（３０年以上）

市消防団第６分団分団長　石川茂／市消防団第６分
団第２部団員　宮内信一
優良分団表彰

市消防団第７分団
永年勤続消防職団員妻女に対する感謝状を授与する

妻女

市消防団第６分団分団長　石川茂　妻女　石川敏惠

■那珂市消防団長より感謝状を授与する者

茨城県消防ポンプ操法競技大会県北地区大会出場部

ポンプ車操法の部

市消防団第１分団第３部（指揮者　後藤裕明／１番
員　鈴木雅美／２番員　大高省二／３番員　小泉周
司／４番員　後藤孔一／補助員　吉原裕之）
小型ポンプ操法の部

市消防団第５分団第３部（指揮者　緑川賢一／１番
員　古田�薫／２番員　大越忠／３番員　星誠／補
助員　叶野豊）

　

平
成　

年
新
春
消
防
出
初
式
が
１
月
８
日
、
那
珂
総
合

１８

公
園
で
行
わ
れ
、
市
消
防
本
部
や
消
防
団
、
自
衛
消
防
隊
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
関
係
団
体
総
勢
約
８
０
０
人
が
参

加
し
、
１
年
間
の
地
域
の
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
人
員
・
服
装
点
検
を
は
じ
め
分
列
行
進
や

関
係
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
宅
市
長

は
「
消
防
職
員
、
団
員
に
寄
せ
る
市
民
の
期
待
は
大
き
い
。

市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
そ
う
」

と
激
励
。
参
加
者
は
防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
市
立

幼
稚
園
８
園
）
の
子
ど
も
た
ち
２
３
４
人
も
は
っ
ぴ
姿
で

登
場
し
、
か
わ
い
ら
し
い
お
遊
戯
に
参
加
者
や
来
賓
の
皆

さ
ん
は
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

○上
 

地
域
の
安
全
を
守
る
使
命
感
を
一
糸
乱
れ

ぬ
行
進
で
示
し
た
消
防
団
員　

○下
 

背
中
に
防

火
の
文
字
が
書
か
れ
た
は
っ
ぴ
を
ま
と
い
、

「
は
ね
太
鼓
」
の
曲
に
あ
わ
せ
お
遊
戯
を
す
る

園
児
た
ち

��������	
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１２

　

那
珂
市
成
人
式
が
１
月
７
日
、

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

で
開
催
さ
れ
、
二
十
歳
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。
今
年
度
成
人
を
迎

え
る
の
は
７
５
５
人
。
新
成
人
の

み
な
さ
ん
は
、
懐
か
し
い
友
人
と

の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
小
宅
那
珂
市
長
が

「
ふ
る
さ
と
『
那
珂
市
』
が
さ
ら

に
大
き
く
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
若
い
考
え
方
や
行
動
力

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
。
社
会
人
や
学

生
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
異

な
っ
て
も
、
各
分
野
で
『
自
分
に

何
が
で
き
る
か
』を
十
分
に
考
え
、

行
動
し
、
那
珂
市
の
発
展
に
貢
献

し
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
に
激
励

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
、
加
藤
美
幸

さ
ん
（
額
田
南
郷
）
は
「
大
人
と

は
、
自
分
の
力
で
自
ら
の
責
任
を

果
た
せ
る
人
間
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
成
人
と
し
て
社
会
的
な
責
務

を
全
う
す
る
だ
け
で
な
く
、
道
徳

的
に
も
自
分
自
身
の
良
心
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
精
一
杯
生
き
て
い
き
ま

す
」
と
未
来
へ
の
抱
負
を
力
強
く

宣
言
し
ま
し
た
。

������
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広報なか２月号１３

戸�　愛さん
南酒出

は
こ
れ
ま
で
家
族
や
友
人

な
ど
周
囲
の
か
た
が
た
の

支
え
が
あ
る
中
で
生
き
て

き
た
こ
と
を
、
成
人
と
な
っ
た
今
実

感
し
て
い
ま
す
。
成
人
を
迎
え
、
大

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
と
、

周
囲
の
か
た
が
た
の
支
え
に
感
謝
で

き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
自
分
一
人
で
は
こ
こ
ま
で
こ
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

澤畑優子さん
堤

を
迎
え
、
改
め
て
自
分
が

成
人
に
な
っ
た
の
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
こ
の　

年
２０

間
、
様
々
な
事
を
学
び
、
経
験
し
て

き
ま
し
た
。
私
が
成
長
で
き
た
の

は
、
出
会
っ
た
多
く
の
人
た
ち
や
家

族
が
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
日
ま

で
過
ご
し
た
日
々
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
、
気
持
ち
を
新
た
に
自
覚
と

責
任
を
持
っ
た
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
思
い
ま
す
。

後藤泰裕さん
菅谷

人
に
は
な
り
た
く
な
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
自
分

は
ど
こ
へ
や
ら
、
気
が
付

け
ば
も
う
大
人
の
仲
間
入
り
で
す
。

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で

歩
ん
で
く
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
様
々
な
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
自
分
自
身
を
高
め
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
輝
け
る
女
性
を
目
指
し
て
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。山崎千笑さん

横堀

人
を
迎
え
社
会
人
の
一
人

と
し
て
生
き
て
い
く
中

で
、
人
の
気
持
ち
を
気
遣

え
る
責
任
感
と
自
覚
を
持
っ
た
大
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
日
笑

顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
何
事
に
も
前

向
き
に
向
上
心
を
も
ち
た
い
で
す

ね
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族

や
友
達
に
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
ず

に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
ま
す
。

そ
し
て
、
少
し
ず
つ
で
も
親
孝
行
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

�

�

� ��������	�
���

　成人式を迎える木崎小学校の卒業生の皆さん
が１月２０日、タイムカプセルの開封を行いまし
た。タイムカプセルは二十歳の再会を約束し、
校庭隅の木の下に埋めたもの。掘り出した箱か
らは、絵や習字など懐かしい思い出の品が出て
きました。当時の宝物を手に、昔話に花を咲か
せていました。

�����������
��������	

成人を迎えてのメッセージをいただきました。
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市政だより 市政だより 
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義
務
を
有
す
る
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻

に
つ
い
て
は
、
収
入
に
関
わ
ら
ず
均
等
割

が
非
課
税
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
度
か
ら
、
こ
の
非
課
税
措
置
が
段
階

１７的
に
廃
止
さ
れ
ま
す
（
表
２
）。

※
収
入
の
な
い
妻
に
関
し
て
は
、
従
来
ど

お
り
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

３　

公
的
年
金
控
除
の
見
直
し

　

年
齢　

歳
以
上
（
昭
和　

年
１
月
１
日

６５

１６

以
前
生
ま
れ
）
の
か
た
に
適
用
さ
れ
る
公

的
年
金
控
除
の
最
低
保
障
額
は
、
１
４
０

万
円
か
ら
１
２
０
万
円
に
見
直
さ
れ
ま
す

（
表
３
）。

※
年
齢　

歳
未
満
の
か
た
に
つ
い
て
は
、

６５

改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４　

老
年
者
の
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で　

歳
以
上

１７

６５

で
、
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下

（
年
金
収
入
の
み
で
２
４
５
万
円
以
下
）の

か
た
に
対
す
る
非
課
税
措
置
は
、
平
成　
２０

　

平
成　

年
度
課
税
分
か
ら
、
個
人
住
民

１８

税
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

１　

定
率
減
税
の
見
直
し

　

定
率
に
よ
る
税
額
控
除
額
が
、
所
得
割

額
の　

％
（
上
限
４
万
円
）
か
ら
７
・
５

１５

％
（
上
限
２
万
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
（
表
１
）。

２　

妻
の
均
等
割
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

平
成　

年
度
ま
で
は
、
均
等
割
の
納
税

１６

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

�
�
�
�

年
度
ま
で
に
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
ま
す

（
表
４
）。

５　

老
年
者
控
除
の
廃
止

　

年
齢　

歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得
金

６５

額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
か
た
に
適
用

さ
れ
て
い
た
老
年
者
控
除　

万
円
が
廃
止

４８

さ
れ
ま
す
。

減　額　内　容課税年度

非課税平成１７年度

市・県民税額の３分の２を減額平成１８年度

市・県民税額の３分の１を減額平成１９年度

減額はありません平成２０年度

■表４　老年者の非課税措置の廃止

合　計県民税市民税

０円０円０円平成１６年度まで

２，０００円５００円１，５００円平　成　１７　年　度

４，０００円１，０００円３，０００円平成１８年度以降

■表２　妻の均等割非課税措置の廃止

控除限度額税　率

４万円１ ５％現　　行

２万円７．５%平成１８年度以降

■表１　定率減税の見直し

所 得 金 額年金収入金額
平
成　

年
中
に
支
払
い
を
受
け
た
年
金

１７  ０円１２０万円まで

年金収入 －１，２００，０００円１２０万円以上～
３３０万円未満

年金収入×７５％ －　３７５，０００円３３０万円以上～
４１０万円未満

年金収入×８５％ －　７８５，０００円４１０万円以上～
７７０万円未満

年金収入×９５％ －１，５５５，０００円７７０万円以上

【改正後】

所 得 金 額年金収入金額平
成　

年
中
に
支
払
い
を
受
け
た
年
金

１６

年金収入 － １，４００，０００円２６０万円未満

年金収入×７５％ －　　７５０，０００円２６０万円以上～
４６０万円未満

年金収入×８５％ － １，２１０，０００円４６０万円以上～
８２０万円未満

年金収入×９５％ － ２，０３０，０００円８２０万円以上

■表３　公的年金控除の見直し

【現行】
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予
防
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
発
病
や
、
症
状
の
悪
化
を
食
い
止
め
る

た
め
に
も
、
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

◆
上
手
な
医
療
機
関
等
の
か
か
り
方

　

健
康
に
留
意
し
、
上
手
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
医
療
費
の

抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
は
し
な
い

　

複
数
の
医
療
機
関
で
同
じ
よ
う
な
検
査

を
行
う
と
、
医
療
費
が
高
く
な
る
う
え
、

体
へ
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

②
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

　

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
、
病
気

の
早
期
発
見
や
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
も
つ

　

健
康
や
病
気
に
つ
い
て
、
何
で
も
相
談

で
き
る
お
医
者
さ
ん
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。

④
か
か
り
つ
け
の
薬
局
を
も
つ

　

複
数
の
病
院
等
か
ら
薬
を
処
方
さ
れ
る

と
、
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
薬
局
を

も
っ
て
何
で
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
健
康
保
険
証
と
老
人
医
療
受
給
者
証
を

　

老
人
保
健
制
度
は
、
高
齢
者
の
か
た
が

医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
の
負
担
を
軽

く
し
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た

め
の
制
度
で
す
。

◆
那
珂
市
の
老
人
医
療
の
動
向

　

那
珂
市
の
平
成　

年
度
の
老
人
医
療
費

１６

は
約　

億
円
で
し
た
。
受
給
者
数
は
、
平

４５

成　

年　

月
の
老
人
保
健
制
度
改
正
に
伴

１４

１０

い
対
象
年
齢
が　

歳
か
ら　

歳
へ
引
き
上

７０

７５

げ
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
人
当
た
り
費
用
額
は

年
々
増
加
を
続
け
て
お
り
、
平
成　

年
度

１６

で
約　

万
円
と
前
年
よ
り
２
・
４
％
の
増

６４

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
那
珂
市
の
合
併
前
の
数
値
は
、
旧
那
珂

町
と
旧
瓜
連
町
を
合
算
し
た
も
の
で

す
。

◆
生
活
習
慣
病
を
防
ご
う

　

平
成　

年
５
月
の
老
人
医
療
受
診
状
況

１７

に
よ
る
と
、
循
環
器
系
の
疾
患
が
最
も
多

く
、
な
か
で
も
高
血
圧
で
の
受
診
が
全
体

の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

２０

血
圧
や
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣

病
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
日
頃

の
生
活
習
慣
が
引
き
起
こ
す
慢
性
疾
患

で
、
完
治
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
日
頃
か
ら
「
栄
養
」、「
運
動
」、「
休

養
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
心
が
け
る
こ
と
で
、

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
��

�
�
�
�

��

持
参
す
る

　

老
人
医
療
受
給
者
証
に
は
、
そ
の
か
た

の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
正
し
い
医
療
費
の
精
算
の
た

め
に
も
、
必
ず
健
康
保
険
証
と
合
せ
て
窓

口
に
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
休
日
診
療
等
は
で
き
る
だ
け
避
け
る

　

時
間
外
や
休
日
等
は
、
医
療
費
が
割
高

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
患
者
が
集
中
す
る

こ
と
で
、
急
患
の
か
た
が
受
診
で
き
な
く

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
緊
急
時
以
外

は
、
で
き
る
だ
け
通
常
の
診
療
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

一人当たり
費用額医療費受給者数

５９．７万円４５．４億円７，６００人平成１４年度

６２．３万円４５．９億円７，３００人平成１５年度

６３．８万円４４．８億円７，０００人平成１６年度

■医療費の変化

割合件数種　　　類

６２．１％１，６４２件高血圧性疾患

１６．７％４４１件心疾患

１８．５％４８９件脳血管疾患

２．７％７３件その他

１００％２，６４５件計

■循環器系疾患の内訳

割合件数種　　　類

３４．８％２，６４５件循環器系の疾患

１３．８％１，０４６件消化器系の疾患
（胃炎、肝疾患等）

１０．７％８１２件筋骨格系及び結合組織の疾患
（神経痛、痛風等）

８．８％６６９件眼及び付属器の疾患
（白内障等）

８．０％６１１件内分泌、栄養及び代謝疾患
（糖尿病等）

２３．９％１，８１５件その他

１００％７，５９８件計

■平成１７年５月の診療状況

消化器系の疾患 
［比率13.8％］ 

循環器系の疾患 
［比率34.8％］ 

筋骨格系 
及び結合組織の疾患 
［比率10.7％］ 

眼及び付属器 
の疾患 
［比率8.8％］ 

内分泌、栄養及び 
代謝疾患 
［比率8.0％］ 

その他 
［比率23.9％］ 

7,598件 
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●
平
成　

年
度
乳
が
ん
検
診
の
申
し
込

１８

み
に
つ
い
て

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま

り
」
の
窓
口
及
び
電
話
に
て
受
付
し
ま

す
。

（
平
成　

年
３
月
頃
に
配
布
予
定
の「
平

１８

成　

年
度
健
康
診
査
年
間
日
程
表
」
を

１８
ご
確
認
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

※
医
療
機
関
で
乳
が
ん
検
診
を
ご
希
望

の
場
合
、
市
か
ら
の
補
助
は
あ
り
ま

せ
ん
。
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

料　金検査の種類

９００円乳房超音波検診

１，５００円４０歳～４９歳（２方向）
乳房レントゲン

９００円５０歳～６５歳（１方向）

■料金

４０歳代の

乳房レントゲンについて

平成１７年度までは乳房レ

ントゲンの撮影方向が１

方向だけでしたが、４０歳

代は乳腺組織が発達して

いることから、乳がんの

早期発見のため撮影方法

が、１方向から２方向へ

変わります。
※１：２方向：斜め横から乳房を挟み撮影、上から乳房を挟み撮影
　２：１方向：斜め横から乳房を挟み撮影
◎乳房レントゲンにおいて、１方向及び２方向の選択はできません。

項　目（受診の目安）年　齢

乳房超音波検診（年に１回）２５～３９歳

乳房超音波検診（年に１回）
　＋　乳房レントゲン２方向　※１　（２年に１回）

４０～４９歳

乳房超音波検診（年に１回）
　＋　乳房レントゲン１方向　※２　（２年に１回）

５０～５６歳

乳房レントゲン１方向　※２　（２年に１回）５７～６５歳

■検査項目

　

こ
れ
ま
で
那
珂
市
で
は
、
乳
が
ん
検

診
に
お
い
て
「
視
触
診
検
診
」「
超
音

波
検
診
」「
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
）」の
３
項
目
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成　

年
４
月
か
ら
図
１
の

１８

よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

＜図１＞

平成１８年４月から 従　来

●乳房超音波検診

●乳房レントゲン

　（マンモグラフィ）

●視触診検診

●乳房超音波検診

●乳房レントゲン

　（マンモグラフィ）

　

乳
腺
に
で
き
る
悪
性
の
腫
瘍
で
す
。

特
に　

歳
代
か
ら　

歳
代
に
多
く
発
症

４０

５０

し
て
い
ま
す
。
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

左
図
は
平
成　

年
度
那
珂
市
の
乳
が

１６

ん
検
診
要
精
密
者
の
年
代
別
割
合
で

す
。　

歳
代
に
要
精
密
者
の
割
合
が
高

４０

く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で　

歳
代
、

３０

　

歳
代
と
続
き
ま
す
。
精
密
者
す
べ
て

５０が
乳
が
ん
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
乳
が

ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
乳
房
を

残
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
自
分
の
健
康

管
理
の
一
つ
と
し
て
年
に
１
回
は
検
診

を
受
け
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

乳
が
ん
と
は

那珂市の乳がん検診要精密者年代別割合 
（平成１６年度） 

２５～２９歳 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳代 

０．０％ 

２．０％ 

４．０％ 

６．０％ 

８．０％ 

１０．０％ 

１２．０％ 
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　平成１７年中における火災発生件数は２８件です。前年
と比べると３件の減少となっています。
　火災種別では、建物火災が１７件で最も多く、全体の
６０．７％を占めています。その中でも住宅火災が１１件発
生しており、特に死者が３人と多く、原因はいずれも
高齢者で逃げ遅れによるものです。対策として火災を
早期に見つけることができる住宅用火災警報器の設置
が望まれます。
　月別の発生件数を見てみると、４月の８件、５月の
５件、３月と１０月の３件の順となっています。特に、
４月に住宅火災が６件発生しています。
　出火原因別では、１位がたばこの６件、２位が放火

の疑いの５件、３位がたき火の４件となっています。
たばこ対策としては、「寝たばこ　しない　させない　ポ
イ捨てをしない」などの注意が必要です。また、放火
対策は、家の周りに燃えやすいものを置かないなど、
注意を払う必要があります。
　火災による損害額は、８，６４２万円であり、前年と比べ
ると７６３万円（１．１％）の増加となっています。これを
１日あたりで見ると２３万７，０００円の損害となっていま
す。
　火災を起こさないためには、一人ひとりの心がけが
大切です。まだまだ空気が乾燥する日が続きますが、
引き続き、火災予防にご協力ください。

平成１６年平成１７年区　　　　分
１１１７建物火災

出火件数
（件）

２－林野火災
２２車両火災
１６９その他火災
３１２８合計件数
８１２全　焼

焼損棟数
（棟）

１１半　焼
３８部分焼
２４ぼ　や

８５５８０４建物床（�）
焼損面積 １５２８建物表（�）

７－林野（ａ）
１３死　者死傷者数

（人） ５２負傷者

９１１罹災世帯（世帯）
２８３６罹災人員（人）

５．５５．０出火率（％）

■火災概況

平成１６年平成１７年区　　　　分
７６，４７２，０００８３，８００，０００建物火災

－－林野火災
２，２５０，０００３１２，０００車両火災
６８，０００２，３０８，０００その他火災

７８，７９０，０００８６，４２０，０００合　　　計

２１６，０００２３７，０００１日の当たりの損害額
２，５４２，０００３，０８６，０００１件の当たりの損害額
１，６６０１，５４０市民１人の当たりの損害額
４，８６０４，５５０１世帯当たりの損害額

■損害状況

※出火率とは、人口１万人当りの出火件数の割合をいいます。

（単位：円）

その他火災車両火災林野火災建物火災区　分
－１－２１月
２－－－２月
３－－－３月
１１－６４月
２－－３５月
－－－１６月
－－－１７月
－－－－８月
１－－－９月
－－－３１０月
－－－－１１月
－－－１１２月
９２－１７合計件数
３２．１７．２－６０．７割合（％）

■月別火災発生状況 （単位：件）

平成１６年平成１７年原　　因　　別
５６たばこ
１５放火の疑い
５４たき火
－２マッチ・ライター
３１こんろ
１１放火
１１電灯・電話等の配線
１１電気装置
－１風呂・かまど
－１火遊び
７－火入れ
１－焼却炉
１－排気管
１－配線器具
１３その他
３２不明・調査中
３１２８合　計

■出火原因 （単位：件）
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　平成１７年中における救急出場件数は１，８２９件で、前
年に比べて１８９件増加しています。これを１日当たり
で見ると５．０１件（前年４．４９件）で、前年に比べ０．５２件
の増となります。
　救急事故種別では、急病が９５４件と最も多く、全体の
５２％を占め、次いで交通事故の３４１件（全体の１９％）、
その他の２２５件（全体の１２％）となっています。
　また、救急車の現場到着時間は「５分から１０分」が
１，０１８件で全体の５６％を占め、ついで「３分から５分」
が４４３件（全体の２４％）、「１０分から２０分」が１９２件（全
体の１１％）となっています。現場到着平均時間は６分、
また、救急救命士の救急出場の搭乗率は９４．６％となっ
ています。

　平成１６年７月１日から、突然の心肺停止状態が発生
した場合に、ＡＥＤ使用のための必要な講習を受けて
いることにより、一般の皆様でも命を助けることがで
きるようになりました。ＡＥＤとは、その器材を使用
して救命処置を施すことにより救命効果が上がる医療
器材をいいます。消防本部では、一人でも多くの皆様
にＡＥＤの講習（普通救命講習会）を受講していただ
き、救命率の向上を図りたいと考えています。講習会
は毎日予定しておりますので、どうぞ積極的にお申し
込みの上、受講してください。

ＡＥＤ（自動体外式徐細動器）の
講習会を開催します！

市政だより 市政だより 

平均（分）計２０分以上１０分以上
２０分未満

５分以上
１０分未満

３分以上
５分未満３分未満区　　分

５．９９５３１９７５５８２０２９５急　　病
６．１３４０５０１８７６８３５交通事故
６１７９２１５１０１３８２３一般負傷
６３４８３０１７２１３５１１そ の 他
６１，８２０３１９２１，０１８４４３１６４計

■現場到着時間 （単位：件）

一日平均計西消防署東消防署区　　分
５．０１１，８２９４９２１，３３７出場件数
４．６５１，６９９４７０１，２２９搬送件数
４．９６１，８１１４９６１，３１５搬送人員
０．３６１３０２２１０８不 搬 送

■救急概要 （単位：件）

計

そ　の　他事　故　種　別
月　
　

別

そ
の
他

資
器
材
搬
送

医
師
搬
送

転
院
搬
送

急　
　

病

自
損
行
為

加　
　

害

一
般
負
傷

運
動
競
技

労
働
災
害

交
通
事
故

水　
　

難

自
然
災
害

火　
　

災

１７０１－－１７９２２－１８２３３４－－１１月
１４６１－－１５８６１－１２３５２３－－－２月
１５９－－－２５８７５－８２１２９－－２３月
１６１１－－３４７７２－１３２２２７１－２４月
１２８３－－１５６５４－１５４－２１－－１５月
１４０４－－１２７４３－１０４４２９－－－６月
１７７２－－１７８５２１２０３５４２－－－７月
１６３３－－１９８１２－２４１２３０１－－８月
１２６３－－８６６４１１０２３２９－－－９月
１３６１－－２４６９１－１８２１２０－－－１０月
１５０１－－１５８８２２１１５１２５－－－１１月
１７３３－－２４８４１２２０１５３２－－１１２月
１，８２９２３－－２２５９５４２９６１７９３１３２３４１２－７計

■月別火災発生状況 （単位：件）
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■クーリングオフとは

　不意のセールスマンの訪問・勧誘に、購入意思が不
安定なまま申し込みや契約をしてしまったが、諸処の
理由により契約を解除したいとき、特定の販売方法で
指定された商品・権利・サービスの契約をした場合は、
定められた期間内であれば、無条件で一切の不利益を
受けずに消費者が契約の解除をできる制度です。ただし、
○法律で指定された商品・権利・サービスであること。
○総額が３，０００円以上であること。
○指定された消耗品の場合、開封していないこと。
に限られます。

※期間は、クーリングオフについての記載がある法定
書面を受け取った日から数えます。

■クーリングオフができない場合

　○自分から店舗に出向いて購入　○自動車
　○総額が３，０００円未満　○事業者として購入・契約
　○指定商品、指定役務以外の契約　○通信販売
■クーリングオフ通知の書き方

　クーリングオフによる解約の通知は必ず書面で行
い、内容証明郵便か、ハガキであれば簡易書留か配達
記録郵便扱いで郵送します。また、クレジット契約を
結んでいる場合にはクレジット会社にも通知します。
いずれの場合も必ずコピーをとって保管します。通知
は必ず、クーリングオフの期間内の消印が押されるよ
うに郵送してください。書き方の詳細は直接お問い合
わせください。

クーリングオフは最終手段です！

クーリングオフは期間も限られており、また全ての商
品に対して適用されるわけではありません。ですから契
約をする前にその商品・サービス等が本当に必要なもの
かをよく考え、契約書をしっかりと読むことが大切です。
【その他の問い合わせ機関】

　茨城県消費生活センター �２２５－６４４５　

　那珂警察署 �３５２－０１１０　

アスベスト（石綿）対策について ～クーリングオフ～

気をつけて！ 気をつけて！ 
あなたはいつも 
狙われています 

10

問い合わせ 
生活安全課消費生活係 
�２９８－１１１１　内線４４３ 

問い合わせ 
生活環境課環境保全係 
�２９８－１１１１　内線２５５ 

ミニ ミニ 

10環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

●アスベスト（石綿）ってなに？

　アスベスト（石綿）は、天然に産する繊維状けい酸塩
鉱物で「せきめん」「いしわた」と呼ばれています。以
前、建築工事では保温断熱を目的としてアスベストの吹
付けが行われていましたが、昭和５０年に原則禁止となり
ました。また、アスベストはそのほか様々な製品に使用
されていましたが、現在では原則として製造等が禁止さ
れています。
●アスベストが原因で発症する病気は？

　アスベスト繊維は、肺繊維症（じん肺）、悪性中皮腫の
原因になるといわれ、肺がんを引き起こす可能性がある
とされています。また、アスベストによる健康被害は、
アスベストを吸入してから長い年月を経て症状が出てき
ます。
●茨城県ではどんな対策をしているの？

　「茨城県石綿の飛散防止のための緊急措置に関する条
例」が平成１７年１１月１０日から施行されました。この条例
には、石綿を含有する建材を使用した建築物等の解体作
業等に関し、大気汚染防止法における規制対象建築物の
規模要件の撤廃、規制対象建材の拡大による規制の強化
及び吹付け石綿使用建築の石綿飛散防止措置の義務づけ
などが制定されています。

●那珂市ではどんな対策をしているの？

　現在、那珂市では各施設のアスベスト分析調査を行っ
ており、基準値を上回るアスベストの含有が確認された
場合には、順次、仮囲い込み工事・除去工事等を実施し
ていきます。また、市では下記の窓口で市民の皆さんか
らの相談・問合せに対応しています。

　また、各関係機関の問い合わせ窓口については那珂市
ホームページに掲載しています。
◎詳細は、次のホームページを参考にしてください

アスベストについてＱ＆Ａ
http://www.mhlw.go.jp/topics/2005/07/tp0729-1.html

��������	
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○自家用車を買うときには低公害車を選ぼう

○食器やなべの油汚れは、紙でふきとってから洗おう

期　間販　売　方　法

８日間
訪問販売（キャッチセールス、アポイント
メントセールス、催眠商法を含む）

８日間電話勧誘販売

２０日間マルチ商法

８日間
特定継続的役務提供（エステ、語学教室、
学習塾、家庭教師、結婚相手紹介サービ
ス、パソコン教室）

２０日間業務提供誘引販売（内職商法）

生活環境課（内線２５５）総合的な問合せ

都市計画課（内線３４３）
建築物の解体工事・建設リサイ
クル法に関すること

生活環境課（内線２５３）廃棄物に関すること

健康推進課（内線５３１）健康不安に関すること
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　高齢者クラブの鷺匠会（飯塚猛会
長）が１年間の活動を報告し、会で
栽培しているシイタケの収穫を祝う
第９回ふれあいハッピー収穫祭が１２
月２３日、鷺内不動尊コミュニティ広
場で行われました。区内の杉原子ど
も会などを招いて行われた収穫祭で
は、ペタンクや輪投げで高齢者と子
どもたちが和やかにふれあい交流。
参加した皆さんは、大助ばやし保存
会や子ども会によるお囃子を聞きな
がら、収穫したシイタケでバーベ
キューを楽しみました。

������������
鷺匠会（鷺内）で活動状況を報告

　第４９回那珂市柔剣道大会が１２月１８
日、那珂一中柔剣道場（柔道）と那
珂総合公園（剣道）で開催されまし
た。昨年まで那珂瓜連地区柔剣道大
会として長年続いてきた伝統あるこ
の大会には、日々厳しい稽古を積ん
だ小・中学生１９０人が出場。選手たち
は、大きな気合をかけながら、精一
杯試合をしました。
　入賞者は次のとおり（敬称略）
■柔道の部　【小学校１、２年生の

部】①高村衿早（五台小）②西連寺
克樹（佐野小）③横山歩美（菅谷小）
③山田峻輔（菅谷東小）　【小学校３、
４年生の部】①川上充詞（菅谷西小）
②樋口雅之（浜田小）③茅根海咲（菅
谷西小）③根本明日香（菅谷）　【小
学校５、６年生の部】①大森志帆美
（五台小）②尾張詩朗（菅谷西小）③
郡司和生（木崎小）③茅根潮美（菅谷
西小）　【中学生男子の部】①尾張功
樹（一中）②遠藤隆太（四中）③福地

優（一中）③佐藤光（一中）
【中学生女子の部】①関由美
香（一中）③鈴木宏美（四中）
【中学生男子団体の部】①那
珂一中
■剣道の部　【小学校１、２

年生の部】①木村祐一郎（菅
谷）　【小学校３年生の部】①
青木良平（菅谷）　【小学校４
年生の部】①助川友哉（戸多）②青
木俊乃輔（菅谷）③金沢遥平（菅谷）
③宮路祥樹（戸多）　【小学校５年生
の部】①川和田直輝（戸多）②山崎
芽来未（横堀）③三代悠人（菅谷）③
山�貴大（横堀）　【小学校６年生の
部】①本図英章（戸多）②大内朋哉
（額田）③冨山伸二（横堀）③綿引愛
実（芳野）　【中学１年男子の部】①
高橋学（三中）②越路綾（三中）③小
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第４９回那珂市柔剣道大会が総合公園、那珂一中で開催

泉諒弥（三中）③渡邊駿（三中）　【中
学１年女子の部】①木田香奈美（三
中）②宮路彩友香（三中）③関瞳
（四中）③小池裕衣（四中）　【中学２
年男子の部】①秋山直紀（瓜連中）
②片岡佑太（二中）③宗像翔太郎（四
中）③越藤美博（一中）　【中学２年
女子の部】①塩野智美（一中）②高
畑華子（二中）③服部操（二中）③川
又あすみ（二中）

　子どもたちに小正月の伝統行事繭
玉飾りやワーホイを伝えていこうと
１月１４日、常陸鴻巣駅ふれあい駅舎
で地元ワーキング委員会（宮本勇会
長）の主催で祭りが開催されました。
　繭玉飾りは、紅白のお餅を蚕の繭
に見立て、モチノキなどの枝に刺す
風習。養蚕が盛んだったころは、各
地で見られた行事です。集まった本
郷、みずとり子ども会の皆さんは、
思い思いに願いを込めて、つきたて
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常陸鴻巣駅舎ワーキング委員会で繭玉飾り・ワーホイ祭り開催

のお餅を枝にくくりつけました。
　また、ワーホイは、鳥追いとも呼
ばれ、豆や茄子、菊（まめに働く、
良き事為す、良き事聞く、の意）など
の茎や殻を燃やして、田畑を荒らす
野鳥を追い払い、五穀豊穣や無病息
災を願います。火が付けられるとた
ちまち炎が高く舞い上がり「ワーホ
イ、ワーホイ」とはやし立てながら、
火にあたりました。今年も豊作で、
皆が元気で健康に暮らせますように。

・・
・・ ・・

■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３
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　那珂市国際交流協会が主催する
「国際交流サロン」が１月１５日、市
中央公民館で開催され、同会会員や
外国人のかたなどがお茶やお話を楽
しみました。今回は、マルガリータ
さん(ロシア出身)を講師に、「ロシア
風カッティング・ボード」制作に挑
戦。植物やロシアの伝統的な人形
“マトリョーシカ”の絵を、縦２３cm
横１４cmほどの板に描きました。鮮
やかな色使いが特徴で、参加者から
は「とても美しい。よい記念になり
ます」と好評でした。

��������	
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国際交流サロンが開催

　那珂警察署が主催する防犯教室が
１２月１９日から１２月２１日まで、市内の
全小学校で１～３年生を対象に開催
されました。全国各地で多発する児
童を狙った犯罪を受け、登下校時に
おける安全確保を目的に実施された
ものです。
　教室では、講師を務めた警察署職
員から「知らない人にはついていか
ないこと」「知らない車には決して乗
らないこと」「危ないと感じたら大声
を上げて逃げること」など危険を避
けるための注意がありました。
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市内全小学校で防犯教室

　那珂市が誕生して初めて迎えた新
年１月１１日、那珂市新年賀詞交歓会
がセンチュリープラザNAKAで開催
されました。市執行部や市議会をは
じめ市内各界代表者など約３５０人が
出席し、地元選出国会議員、県会議
員を来賓として迎え、那珂市の新た
な飛躍と発展を誓いました。
　式典で小宅市長が「市民の融和と
一体感の醸成に努めるとともに、質
の高い行政サービスの提供に努め、
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平成１８年那珂市新年賀詞交歓会

県北地域の拠点都市として、住民が
住んでよかったと思えるまちづくり
を目指します」と新年の抱負を述べ
ました。小宅市長、福田市議会議
長、木名瀬那珂町商工会長、宇佐見
瓜連町商工会長、砂押ひたちなか農
業協同組合代表理事理事長が鏡開き
をし、その後出席者全員で乾杯。瓜
連乱舞会や那珂よさこい連の皆さん
によるアトクションを楽しみなが
ら、出席者は和やかに懇談しました。

　家庭の日にちなんだ図画と作文の
表彰と発表が１２月１８日、総合セン
ターらぽーるで開催されました。式
では「作文の部」金賞受賞者が家族
の絆について、それぞれの意見や体
験を発表。会場からは大きな拍手が
送られました。金賞以上の受賞者は
次のとおりです。（敬称略）
【図画】細越大智（五台小）三村日菜

��������	
第１回「家庭の日」図画・作文発表会並びに表彰式

（横堀小）小田部明広（戸多小）黒澤
亜美（瓜連小）小林真由（菅谷東小）
高橋明生（戸多小）
【作文】緑川七菜（芳野小）海野太一
（菅谷西小）小泉和希（額田小）斉藤
幸宏（菅谷小）島田勇貴（菅谷西小）
田崎海斗（菅谷東小）岡�翔太（瓜連
中）鴨志田爽（那珂一中）

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。



２２

○相談されるかたは、年金関係の書
類(年金証書、年金手帳等)をご持
参ください。　　　　　　　
○納付窓口を開設しますので、国民
年金保険料の納め忘れのあるかた
はこの機会をご利用ください。

○年金相談・保険料の納付は、当日
来庁されたかたから順に行いま
す。※事前予約受付なし

相談員／水戸北社会保険事務所職員
問い合わせ／

市国保年金課国民年金係

�２９８－１１１１　内線１４２

○住基カードは、次のような利用がで
きて便利です。
①写真付き住基カードは、運転免許
証と同じように公的な身分証明書
として利用できます。

②国税や地方税の申告、パスポート
の交付申請等様々な行政手続がイ
ンターネットを通じて自宅等のパ
ソコンから２４時間行えます。（公

� 人の動き �

那珂市の人口（１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，９６２人　　（－１４）
　女　　　２８，６６９人　　（＋５）
　計　　　５６，６３１人　　（－９）
世帯数　　１９，７１１世帯　（＋１９）

��������	��

「住基カード」持っていますか？

１１月１５日～１月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

��������	
��������������

　すべての年金は、受けられる資格があっても本人の請求がなければ支給さ
れません。
　請求先は加入していた年金制度によって異なります。

○年金の受給権は、受けられる権利の要件が整った日に発生します。
　　老齢厚生年金・老齢基礎年金は、６５歳に達した日（６５歳の誕生日の前
日）で６５歳以後に受給資格期間を満たしたときはその日。繰上げ請求し
た場合や繰下げ申出した場合は、請求書の受付日になります。

○特別支給の老齢厚生年金は、６０歳に達した日で、それ以後に受給資格期
間を満たしたときはその日になります。

○現在、厚生年金保険や共済年金を受給中のかたは、６５歳の誕生月に社会
保険業務センターから届くはがき形式の「国民年金・厚生年金保険老齢
給付裁定請求書」を提出することによって、老齢基礎年金請求の手続き
が完了します。

やまびこ音楽教室 ５０，０００円
ローソン那珂古徳店 ６，０００円
匿名 ３０，０００円
野木利三郎 １０，０００円
総合センターらぽーる図書館
 ８，２９４円
水戸ヤクルト販売 ５０，０００円
（株）海野農機商会 １０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 １５，０００円
中台第二区 ６，０００円
渡邉秀明 １３，０００円
ガールスカウト茨城県第３７団
 ８，５６７円
匿名 ５，０００円
福田勝男 ２，０００円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

ガールスカウト茨城県第３７団から小
宅市長へ

的個人認証［手数料５００円］もあ
わせて取得する必要があります。）

③全国どこの市町村からでも、住民
票の写しを取ることができます。

④住所異動の手続きが簡単になりま
す。

○住基カードの作成手数料は５００円です。
問い合わせ／市民課総務係

�２９８－１１１１　内線１５３

　平成１７年度「第２回市内一斉清掃」
を実施しますので、皆様のご協力をお
願いします。
実施日／３月１２日（日）
※荒天の場合は、３月１９日（日）に実
施します。

※回収したごみ等は必ず中身の見え
る袋に入れてくださいますよう、
ご理解・ご協力をお願いします。

問い合わせ／

明るく住みよい那珂市民運動推進協議

会事務局（市中央公民館内）

�２９８－５６８０

市内一斉清掃のおしらせ

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ４期

○国民健康保険税 ８期

○介護保険料（普通徴収） ６期

納期限：２月２８日

■税標語　関東信越国税局長優秀賞
「この税で　笑顔あふれる
 街づくり」
那珂三中　３年　中川大輔さん

請　　求　　先請求する年金加入していた年金制度

市役所（本庁）国保年金課
瓜連支所環境福祉課

第１号被保険者
期間のみの場合老齢

基礎
年金

国民年金にのみ
加入していた人 住所地を所轄する

社会保険事務所
第３号被保険者
期間を含む場合

最後の勤務した会社の
管轄社会保険事務所

老齢厚生年金
厚生年金にのみ
加入していた人

各共済組合退職共済年金
共済組合にのみ
加入していた人

問い合わせ／水戸北社会保険事務所 �２３１－２３８１
国保年金課国民年金係 �２９８－１１１１ 内線１４２
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL（携帯可）

　http://www.city.naka.ibaraki.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

日時／３月１日（水）、８日（水）、１５日
（水）、２２日（水）、２９日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／那珂市社会福祉協

議会（市総合保健福祉センター「ひだ

まり」内）�２９８－８８８１

日時・場所／

○３月６日（月）、２０日（月）
　市総合保健福祉センター
 「ひだまり」
○３月２２日（水）
　市総合センターらぽーる
　※受付時間は、９：３０～１１：００
相談内容／（健康や身体に関する相談）
・生活習慣病予防
・予防接種や赤ちゃんのこと
・こころの悩み、思春期・更年期に関
すること

・各種栄養相談など
費用／無料
持ってくるもの／

　赤ちゃん　母子健康手帳
　大　　人　健康手帳または血圧手帳
担当者／保健師、看護師、栄養士
問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

　毎年恒例となりました「雛人形展」
を次のとおり開催します。館所蔵に加
え、市民の皆様から出展されたお雛様
が約２０点並びます。
　明治から平成と、時代を越え守り伝
えられてきた人形たちの年に一度の展
示ですので、皆様お誘い合わせの上、
ぜひお出かけください。
開催期間／２月１１日（土）
 ～３月１２日（日）
時　間／９：００～１６：３０
 （入館受付１６：００まで）
休館日／毎週月曜日
場所／市歴史民俗資料館　常設展示室
入館料／無料

問い合わせ／市歴史民俗資料館

�２９７－００８０

　今年の冬は例年にない厳しい寒さの
ため、水道管の凍結や破裂のおそれが
あります。メーターの場所などを確認
の上、次の対策をお願いします。
○凍結による破損を防ぐために

　屋外の露出した水道管や蛇口を保
温材等で防寒してください。メー
ターボックスに、発泡スチロールな
どの保温材や布切れを入れて、メー
ター及び水道管を保護してください。
○水道管が凍結したとき

　気温の上昇により自然に解凍する
のを待つか、凍ってしまった部分に
タオルなどを被せて、ゆっくりとぬ
るま湯をかけて溶かしてください。
（急に熱湯をかけると破裂すること
があるので注意してください。）
○水道管が破裂したとき

　メーターボックス内にあるバルブ
を閉め、水を止めた後に、那珂市指
定水道業者に修理を依頼してくださ
い。バルブを閉めても水が止まらな
いときは市水道課へご連絡くださ
い。
問い合わせ／

市水道課管理係（瓜連支所）

　�２９６－１９４１（市水道課直通）

休日・夜間緊急連絡先

　�２９５－２４５１（木崎浄水場）

　�２９６－２１３１（瓜連浄水場）

　次のとおり、年金相談及び国民年金
保険料の納付窓口を開設します。
実施日時／３月２０日（月）
　　　　　１０：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階１０２会議室
内容／

○国民年金・厚生年金について詳し
く知りたいかた、不安や疑問をお
持ちのかたなどのご相談・ご質問
をお受けします。

��������

　次のとおり、法律相談を行います。
日時／３月１４日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（１階市民相談室）
相談員／弁護士　
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

法律相談

年金相談及び国民年金保険料
の納付窓口開設のおしらせ

心配ごと相談

みんなの健康相談

雛人形展を開催します

■那珂市は「青少年健全育成のまち」　みんなで積極的に青少年を育成しよう！

������　ひと声が　地域を結び　子を守る
小堆　弘子さん（田崎）

水道管の凍結防止について

��������

５日　小野瀬医院 （後台）

�２９５－２２２１

１２日　塙内科消化器科 （後台）

�２９５－２１１０

１９日　瓜連慶友整形外科　  （古徳）

�２９６－１１１６

２１日　えびすいクリニック （菅谷）

�２９５－８８８１

２６日　越田医院 （菅谷）

�２９８－００５１

■診療時間／９：００～１１：３０

※往診はしません。

※保険証は必ず持参してください。

※診療時間外は、茨城県救急医療

情報コントロールセンター（県

メディカルセンター）へお問い

合わせください。

�２４１－４１９９
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■図書室は、市中央公民館の休館
日（月曜日・月曜日が祝日にあ
たるときはその翌日）が休みと
なります。
����������������
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忘れられない人がいる。断ち切れ
ない思いがある。嫁き遅れた 縹 緻

き

   
りょう

よしにも、隠居暮らしの慶次郎に
も。ここでしか味わえない江戸の
匂いと人情の艶。
北原亞以子／新潮社

��������
���������� ���

�����
天の神さんは、あたしたちを試し
たのかもしれない。のんきな亭主
と勝気な女房。ふたりが営む小道
具屋を舞台に情趣ゆたかに描かれ
る、江戸に息づく熱い人情と心意
気。
宇江佐真理／光文社

��
入学、１人暮らし、新しい友人、
麻雀、合コン。学生生活を楽しむ
５人の大学生が、社会という「砂
漠」に囲まれた「オアシス」で超
能力に遭遇するが。パワーみなぎ
る青春小説。
伊坂幸太郎／実業之日本社

島田ルイ、３５歳独身。ベタなぎの
毎日が大激変。いい男が現れ、同
棲？しかも、お相手は２人！ひと
つ屋根の下に、独身女性と男性が
２人。スープでつながる恋の花咲
く長編小説。
阿川佐和子／新潮社

悩める者は救わねばならぬ。人の
心の闇に光を当て、棲みつく魔物
を陰陽の力で退治する時代シリー
ズ第３弾。
澤田ふじ子／光文社

���
彰義隊の精神的支柱であった上野
寛永寺山主の輪王寺宮能久親王。
はからずも「朝敵」の盟主となっ
た輪王寺宮の苛烈な生涯を中心
に、維新の真実に迫る壮大な長編
歴史小説。
吉村昭／朝日新聞社

���������	

【一般図書】●「グッドバイ 叔父殺人事件」折原一／原書房●「おらんくの
池」山本一力／文藝春秋●「バスジャック」三崎亜記／集英社●「港町食堂」
奥田英朗／新潮社●「金春屋ゴメス」西條奈加／新潮社●「なつかしく謎めい

こん ぱる や

て」アーシュラ・Ｋ・ル＝グウィン／河出書房新社●「タッチ」ダニエル・キイ
ス／早川書房

■市中央公民館から新着図書のご案内

Book



広報なか２月号２５

額
田
南
郷 

鈴
木　
　

航
陽 

美
智
也

瓜
連 

高
野
倉　

愛
弓 

勇
二

杉 

本
田　
　

美
生 

一
寿

額
田
南
郷 

木
本　
　

新
奈 

俊
雄

平
野 

前
島　
　

漱 

敏
彦

本
米
崎 

大
竹　
　

彩
愛 

教
仁

菅
谷 

井
上　
　

大
和 

英
樹

菅
谷 

中
村　
　

明
日
花 

高
弘

菅
谷 

川
田　
　

悠
翔 

和
明

菅
谷 

阿
部　
　

慧
輔 

雅
樹

鴻
巣 

小
川　
　

穂
華 

賢
二

菅
谷 

濱
中　
　

謙
伸 

孝
行

菅
谷 

掛
札　
　

渉
太 

秀
憲

菅
谷 

笠
原　
　

莉
玖 

健
一

福
田 

竹
村　
　

元
希 

健
司

鴻
巣 

海
野　
　

生
光 

�
也

菅
谷 

櫻
井　
　

春
菜 

寧

向
山 

小
澤　
　

諒
也 

誠

戸
崎 

齋
藤　
　

真
洋 

勝
義

瓜
連 

新
井　
　

開
介 

秀
人

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

本
米
崎 

岩
間　
　

佐
� 

　

歳
８３

中
台 

木
内　
　

み
か 

　

歳
８６

菅
谷 

笹
島　
　

や
ゑ 

　

歳
９９

鹿
島 

�
井　
　

コ
ツ
エ 

　

歳
７８

鹿
島 

生
田
目　

新
一 

　

歳
８０

平
野 

山
田　
　

勲 

　

歳
６２

戸 

金
澤　
　

は
る 

　

歳
８４

鴻
巣 

宮
本　
　

み
ち 

　

歳
９３

本
米
崎 

武
藤　
　

梅
夫 

　

歳
９２

杉 

中
村　
　

貞
子 

　

歳
７６

後
台 

上
田　
　

朝
男 

　

歳
７７

飯
田 

木
村　
　

二
三
男 

　

歳
５７

中
台 

根
本　
　

き
よ 

　

歳
８６

中
台 

石
川　
　

昭 

　

歳
７４

中
里 

木
内　
　

シ
ン 

　

歳
１００

下
大
賀 

秋
山　
　

ゑ
つ 

　

歳
９０

向
山 

大
森　
　

武
彦 

　

歳
８８

飯
田 

間
宮　
　

孝
一 

　

歳
８３

北
酒
出 

小
林　
　

き
み
江 

　

歳
８８

瓜
連 

岡
本　
　

八
千
代 

　

歳
７５

瓜
連 

楠
見　
　

き
く
え 

　

歳
８７

額
田
南
郷 

小
田
倉　

道
子 

　

歳
８５

菅
谷 

加
倉
井　

清
治 

　

歳
７１

鴻
巣 

細
谷　
　

正
夫 

　

歳
７５

菅
谷 

赤
津　
　

冨
美
子 

　

歳
９０

額
田
北
郷 

小
泉　
　

信
夫 

　

歳
６８

中
里 

岩
�　
　

カ
ネ 

　

歳
７７

豊
喰 

小
野　
　

雅
美 

　

歳
３０

南
酒
出 

小
室　
　

な
み 

　

歳
９３

福
田 

�
橋　
　

み
さ
を 

　

歳
９０

後
台 

鴨
志
田　

美
壽
子 

　

歳
８２

菅
谷 

飯
塚　
　

�
明 

　

歳
８０

静 

小
沼　
　

チ
エ
子 

　

歳
６１

菅
谷 

大
森　
　

て
る
子 

　

歳
７５

門
部 

山
�　
　

つ
や 

　

歳
８１

額
田
北
郷 

渡
�　
　

文
子 

　

歳
９１

戸 

忠　
　
　

ふ
み 

　

歳
７８

鴻
巣 

大
内　
　

み
よ 

　

歳
８８

下
大
賀 

秋
山　
　

正
巳 

　

歳
６４

福
田 

引
田　
　

サ
ジ
エ 

　

歳
７０

本
米
崎 

萩
野
谷　

力 

　

歳
８１

後
台 

中
山　
　

キ
ヨ 

　

歳
８０

菅
谷 

佐
�　
　

次
男 

　

歳
７３

後
台 

海
野　
　

晴
江 

　

歳
８１

菅
谷 

大
久
保　

美
代
子 

　

歳
７９

本
米
崎 

佐
藤　
　

征 

　

歳
６０

後
台 

�
野　
　

ふ
く 

　

歳
８６

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま

か
ら
届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲

載
を
希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

額
田
南
郷 

平
山　
　

進 

　

歳
９１

菅
谷 

川
又　
　

�
す
ゑ 

　

歳
７７

瓜
連 

玉
川　
　

誠 

　

歳
９０

平
野 

関　
　
　

三
郎 

　

歳
８９

古
徳 

寺
門　
　

ふ
さ 

　

歳
８１

横
堀 

山
�　
　

偉 

　

歳
６９

飯
田 

石
井　
　

善
次 

　

歳
７０

瓜
連 

和
田　
　

千
代
子 

　

歳
７２

門
部 

海
野　
　

弘 

　

歳
９０

菅
谷 

飯
塚　
　

か
ね 

　

歳
７６

静 

大
曽
根　

し
ん 

　

歳
９１

中
里 

木
内　
　

壽
雄 

　

歳
８２

福
田 

栗
原　
　

美
栄
子 

　

歳
３３

戸 

渡
�　
　

二
男 

　

歳
７８

瓜
連 

渡
邉　
　

光
雄 

　

歳
７０

中
台 

照
沼　
　

房
夫 

　

歳
８９

菅
谷 

藤
咲　
　

一
枝 

　

歳
８０

静 

大
曽
根　

イ
チ 

　

歳
９６

南
酒
出 

桐
原　
　

千
代 

　

歳
８１

額
田
東
郷 

寺
門　
　

忍 

　

歳
７８

中
台 

五
味
田　

豊
吉 

　

歳
９３

戸 

三
田　
　

宣
之 

　

歳
８５

北
酒
出 

稲
田　
　

サ
ダ 

　

歳
９４

菅
谷 

関
矢　
　

重
喜 

　

歳
７７

戸 

寺
門　
　

實 

　

歳
７３

瓜
連 

庄
司　
　

み
つ 

　

歳
８４

額
田
東
郷 

菊
池　
　

光
洋 

　

歳
１６

後
台 

塩
野　
　

浩 

　

歳
５９

瓜
連 

寺
門　
　

文
子 

　

歳
８８

飯
田 

寺
門　
　

夘
之
次
郎 
　

歳
８９

菅
谷 

平
野　
　

き
よ 

　

歳
８７

鴻
巣 

吽
野　
　

光
男 

　

歳
７３

鴻
巣 

古
橋　
　

力
男 

　

歳
５３

中
里 

�
野
谷　

正
男 

　

歳
８７

戸 

綿
引　
　

正 

　

歳
７７

門
部 

古
谷　
　

て
る 

　

歳
８２

後
台 

峯
島　
　

嘉
平 

　

歳
９３

下
江
戸 

堀
口　
　

う
め 

　

歳
９２

飯
田 

齋
藤　
　

喬
興 

　

歳
８３

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

佐
藤　
　

渓
介 

雄
哉

鴻
巣 

古
川　
　

瀧
真 

正
太
郎

門
部 

澤
幡　
　

拓
帝 

秀
輝

菅
谷 

赤
岩　
　

薫 

麻
里

菅
谷 

仲
田　
　

翔 

政
義

後
台 

増
渕　
　

晃
一 

一
義

飯
田 

細
谷　
　

玲
奈 

智
行

額
田
南
郷 

小
田
倉　

星
奈 

剛
生

菅
谷 

木
名
瀬　

陽
基 

貴
章

戸
崎 

大
内　
　

奏
空 

伸
夫

菅
谷 

横
山　
　

結 

浩
治

後
台 

小
鹿　
　

聖 

賛　

菅
谷 

加
�　
　

樹
里 

秀
樹

東
木
倉 

後
藤　
　

夢
之 

隆
之

菅
谷 

渡
�　
　

陽
大 

博

菅
谷 

荘
司　
　

一
成 

慎
一

額
田
北
郷 

船
橋　
　

海
琴 

拓
海

菅
谷 

角
田　
　

裕
一
朗 

裕
之

菅
谷 

角
田　
　

若
菜 

裕
之

堤 

鬼
沢　
　

怜
奈 

泰
裕

菅
谷 

伊
藤　
　

隼
輝 

博
之

菅
谷 

益
子　
　

裕
太 

雅
樹

菅
谷 

本
多　
　

由
空 

学

飯
田 

小
泉　
　

和
明 

一
�

菅
谷 

小
林　
　

玲
央 

敏
昭

菅
谷 

澤
畑　
　

菜
々
美 

裕
樹

菅
谷 

小
川　
　

嶺
斗 

浩
司

菅
谷 

大
貫　
　

真
冴
聡 

拓
也

額
田
南
郷 

笹
原　
　

ひ
よ
り 

和
典

菅
谷 

荻
津　
　

結
衣 

厚
緒

本
米
崎 

佐
川　
　

隼 

和
敏

�
�
�
�
�

�

�
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�
�
�
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�
�
�
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父・樹央さん　母・美名さん
２月２７日生まれ（菅谷）

父・誠さん　母・裕美子さん
２月２７日生まれ（杉）

－ご家族からのメッセージ－ 

父・英司さん　母・美衣子さん
２月２１日生まれ（菅谷）

芯
の
強
い

お
っ
き
な
子
に
な
っ
て
欲
し
い
な
ぁ

優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
２
人
に
囲
ま
れ
て

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ね

思
い
や
り
の
あ
る

優
し
い
子
に
な
っ
て
ね

��������� ��

りく と

�������� ���

こ

��������� ���

り る

ラ
ブ
や
リ
ボ
ン
な
ど
５

種
類
の
手
具
を
自
在
に

操
り
、
華
麗
な
演
技
を

競
う
新
体
操
。
日
立
二
高
の
岩
上

紋
子
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

岩
上
さ
ん
が
新
体
操
に
出
会
っ

た
の
は
５
歳
の
と
き
。
近
所
の
お

姉
さ
ん
の
踊
る
姿
に
憧
れ
て
、
自

分
も
あ
ん
な
演
技
が
し
て
み
た
い

と
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら　

年
。
あ
の
感
動
は

１１

今
で
も
色
あ
せ
ま
せ
ん
。
小
・
中

学
生
時
代
に
は
練
習
に
打
ち
込

み
、
全
国
大
会
に
も
出
場
。
高
校

進
学
で
は
迷
わ
ず
新
体
操
部
の
あ

る
日
立
二
高
へ
。
表
現
力
に
も
磨

き
を
か
け
よ
う
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
ー
の
教
室
に
通
い
、
演
技
力

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
得
意

と
す
る
の
は
、
高
い
ジ
ャ
ン
プ
と

安
定
し
た
バ
ラ
ン
ス
技
。
と
く
に

ク

足
を
上
げ
て
静
止
す
る
姿
に
は

「
ち
ょ
っ
と
自
信
が
あ
る
か
も
」

と
照
れ
る
岩
上
さ
ん
。
ま
た
、
学

校
か
ら
帰
宅
す
る
な
り
世
界
で
活

躍
す
る
外
国
人
選
手
の
ビ
デ
オ
を

取
り
出
し
、
演
技
の
研
究
を
す
る

の
が
日
課
、
と
笑
う
の
は
お
母
さ

ん
。
伸
び
伸
び
と
演
技
す
る
姿
を

見
る
の
が
楽
し
み
で
、
家
族
み
ん

な
で
暖
か
く
見
守
っ
て
い
る
と
話

し
ま
す
。

　

そ
ん
な
大
好
き
な
新
体
操
で
す

が
、
過
去
に
辞
め
よ
う
と
考
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
は
度

重
な
る
ケ
ガ
に
練
習
を
休
む
辛
い

毎
日
が
続
き
、
さ
す
が
に
新
体
操

を
続
け
る
こ
と
を
諦
め
か
け
た
岩

上
さ
ん
。
し
か
し
、
家
族
の
励
ま

し
の
も
と
治
療
に
専
念
。
今
で
は

順
調
に
回
復
し
、
練
習
も
再
開
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
運

動
選
手
に
ケ
ガ
は
つ
き
も
の
。
ぎ

第 12 回 

新体操でインターハイを目指す
岩上紋子さん／瓜連

り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
努
力
し
て
い

る
結
果
、
と
考
え
た
ら
気
が
楽
に

な
り
ま
し
た
」。
新
体
操
を
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
、
更
に
想
い
を

強
く
し
た
と
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
新
た
な
夢
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
大
学
で
運
動
生
理
学
な
ど

を
学
び
、
や
が
て
は
新
体
操
の
指

導
者
に
な
る
こ
と
。
そ
し
て
、
生

徒
が
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
な
く
練
習

に
専
念
で
き
る
指
導
を
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
と
き
に
は
、
ケ
ガ
に

悩
ん
だ
自
分
の
経
験
が
活
き
て
く

る
の
で
は
、
と
目
を
輝
か
せ
ま

す
。

　
「
夢
中
に
な
っ
て
打
ち
込
め
る

も
の
に
出
会
え
た
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
周
囲

の
み
ん
な
に
感
謝
し
た
い
。
今
は

焦
ら
ず
に
ケ
ガ
を
完
治
し
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。」
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広報なか２月号２７

天
辺
を
陽
に
届
か
せ
て
竹
の
春 

雨　

宮　

文　

枝

石
蕗
の
花
白
き
土
塀
の
武
家
屋
敷 

宇
佐
美　

和　

子

窯
の
火
の
熱
気
に
ほ
て
る
小
春
か
な 

飯　

島　

京　

子

尖
塔
の
空
つ
き
抜
け
て
紅
葉
晴 

大　

森　
　
　

滿

煩
悩
と
悟
り
の
は
ざ
ま
枯
尾
花 

海　

後　
　
　

甫

庭
手
入
れ
さ
れ
て
き
り
り
と
菰
巻
か
る 

高　

野　

祝　

子

二
百
年
の
曲
屋
守
り
て
吊
し
柿 

伊　

藤　

玉　

江

欠
点
を
責
め
ず
呑
み
こ
む
冬
至
粥 

筒　

井　

か
よ
子

朽
ち
果
て
し
水
車
の
里
の
冬
紅
葉 

袴　

塚　

和　

子

荷
車
に
大
根
満
載
立
ち
話 

武　

藤　

や
よ
ひ

落
葉
径
隠
れ
木
の
根
に
つ
ま
づ
き
ぬ 

溝　

井　

章　

恵

し
ん
が
り
を
歩
く
紅
葉
の
岐
れ
道 

會　

澤　

ち
い
子

無
住
寺
に
つ
き
当
り
け
り
烏
瓜 

山　

澤　

良　

子

【俳　句】あせび句会　小橋末吉選

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐひ

年
齢
も
曲
れ
る
腰
も
気
に
せ
ず
に
学
童
保
育
の
読
み
聞
か
せ
す
る 

井　

坂　

光　

位

強
風
に
滝
の
ご
と
く
に
降
る 
紅
葉 
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
冬
の
入
り
口 

上　

田　

は
る
み

も
み
じ

落
ち
葉
焚
く
白
き
煙
の
さ
び
し
か
り
浦
島
太
郎
の
手
箱
ふ
と 
顕 
つ 

関　

谷　

亀　

寿

た

ふ
ん
わ
り
と
天
女
の
舞
の
茜
空
ま
た
た
く
間
に
消
え
一
番
星
光
る 

中　

崎　

美
登
利

故
郷
か
ら
リ
ン
ゴ
の
箱
の
宅
配
が
送
ら
れ
て
来
て
冬
に
入
り
た
り 

水　

書　

恵　

子

謡
ふ
声
遠
く 
離 
れ
ゆ
く
よ
み 
黄  
泉 
の
路
冥
福
あ
れ
と 
直 
に
祈
る
も 

中
井
川　

胤　

文

か 

よ 

み 

ひ
た

�
�
�
�
�
�
�
�

����

�������
��������	
������

小笠原純生さん／瓜連

　

大
分
県
北
部
の
雄
藩
と
し
て
、

歴
史
を
編
ん
で
き
た
城
下
町
中
津

市
。中
津
に
は
、そ
こ
は
か
と
な
く

往
時
の
名
残
が
随
所
に
残
り
、そ

の
営
み
が
今
に
受
け
継
が
れ
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
中
津
市
寺
町

は
、地
名
の
と
お
り
十
数
も
の
古

寺 
名  
刹 
が
山
門
を
連
ね
、長
年
の

め
い 
さ
つ

法
灯
を
守
っ
て
い
ま
す
。私
も
そ

の
一
つ
、浄
土
宗 
円 えん 
龍 

り
ゅ
う 

寺 
の
住
職

じ

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
に
連
れ
ら
れ
幼
い
頃
か
ら
檀
家

さ
ん
の
お
宅
を
廻
っ
て
い
た
こ
と

を
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思

い
出
し
ま
す
。円
龍
寺
は
、 閻  
魔 
大

え
ん 
ま

王
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

別
名
、閻
魔
寺
と
も
呼
ば
れ
る
寺
。

檀
家
の
武
士
が
箱
根
山
中
で
奇
禍

に
あ
っ
た
と
き
、閻
魔
大
王
へ
の

 
懺  
悔 
と
信
仰
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ

ざ
ん 
げ

た
た
め
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

向
か
い
に
は
、河
童
伝
説
の
あ
る

 
円  
応  
寺 
、ま
た
、中
津
城
内
の
争
い

え
ん 
の
う 
じ

ご
と
か
ら
、門
前
の
白
壁
を
幾
度

塗
り
替
え
て
も
そ
の
壁
か
ら
血
の

痕
が
絶
え
な
い
の
で
、つ
い
に
は

赤
色
に
塗
ら
れ
た
と
い
う 
合  
元  
寺 

ご
う 
が
ん 
じ

な
ど
趣
き
深
い
寺
が 
犇 
き
、中
津

ひ
し
め

の
歴
史
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

少
年
期
に
過
ご
し
た
中
津
で
思

い
出
す
の
は
、通
称「
お
祇
園
さ

ん
」で
親
し
ま
れ
て
い
る
中
津
祇

園
。古
く
は
九
州
三
大
祇
園
の
一

つ
と
称
さ
れ
た
そ
う
で
す
。毎
年

７
月　

日
か
ら
の
３
日
間
、　

台

２０

１２

の
祇
園
車
と
呼
ば
れ
る
漆
塗
り
の

華
麗
な
山
車
が
、中
津
の
町
内
を

練
り
歩
き
、辻
々
で
は
祇
園
車
の

上
で
民
舞
等
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

勇
壮
な
若
者
と
祇
園
車
が
颯
爽
と

走
り
抜
け
て
い
く
様
子
に
幼
心
に

荘
厳
さ
と
迫
力
を
感
じ
た
も
の
で

す
。

　

縁
あ
っ
て
大
学
３
年
時
の
昭
和

　

年
、瓜
連
の
常
福
寺
に
参
り
、以

３８後　

年
の
間
、地
元
の
皆
様
と
過

４３
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。法
要
等
で

帰
省
す
る
機
会
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、そ
の
度
に
私
を
包
み
こ
み
、安

堵
さ
せ
て
く
れ
る
古
里
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

�

■ふるさと一口メモ
平成１７年３月に１市３町１
村で合併した新生中津市
は、大分市、別府市に次ぐ
大分県第３の都市です。北
部は周防灘（瀬戸内海）に
面し、南部の旧本耶馬渓、
耶馬渓、山国町は殆どが山
間部でこの地域は「耶馬渓」
と呼ばれ景勝地として有名
です。また、古くから高い
文化に育まれてきた中津市
では、蘭学の創始者前野良
沢、啓蒙思想家福沢諭吉を
はじめ優れた人材を数多く
輩出しています。人口約
８６，５００人。

大分県

中津市

▲



 


